
各学部・学科における人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標 

学部 学科 人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標 

文学部 幅広く深い教養を基盤に、人文科学の専門分野における調査、研究技量を磨く経験を通して、問題を見出し、考え、成果を言葉で

表現する力を形成する。それによって、仕事を含む人生の様々な活動に発生する問題を主体的に解決できる人材を社会に送り出

す。 

日本語日本文学科 古典・近現代文学・日本語学・日本語教育学等のバランスの取れた教育・研究を通して、社会での活動の

基盤である日本語の理解力・表現力を鍛えることを目標とする。 

英語英米文学科 実践的語学教育と並行して英語学及び英米の文化・文学の教育を行い、英語圏文化の深い理解に裏打

ちされた英語運用能力を持つ人材を育成し、国際化する社会の要請に応える。 

社会学科 情報化、国際化の進展によって急速に変化し、多様性や不確実性が高まっている社会の中で必要とされ

る「自ら調査・分析・表現・発信する実証的・実践的な態度と能力」を涵養する。 

人間科学科 イメージ、言語、身体のコンセプトを柱として、人間表現領域（環境・芸術・思想など）及び心理臨床領域の

理論と実践を学び、社会の諸問題を多角的に捉え、柔軟に問題解決できる人材育成を目指す。 

歴史文化学科 人類がこれまで蓄積してきた有形・無形の文化遺産及び歴史の中における生活の場としての環境と人類と

の交流について歴史学、地理学・民俗学の分野から探求し、これら各分野を横断する総合的立場から教

育を行う。 

理工学部 自然科学の強固な学問的土台を身につけて、純粋理学と応用科学を融合させることのできる能力を養い、時代の変化や科学・技

術の新たな展開に対応して創造性を発揮できる人材の育成を目指す。 

物理学科 時代の変化や科学・技術の新たな展開に対応して、問題の解決に果敢に挑み、創造性を発揮し、国際社

会に貢献できる人材の養成を目的とし、物理学の基本的な知識及び論理的思考法・手法を講義と実験・

実習科目による相補的な積み上げ方式によって修得させ、卒業研究を通して総合的な問題解決能力を

養う。 

生物学科 今日の社会が直面する生命や環境等に関わる諸問題を正しく理解し、それらの解決に貢献できる国際的

視野を持った人材の養成を目的とし、そのために必要な現代生物学の専門知識と技術及びそれらを充分

に活用するための思考力を修得させる。 

機能分子化学科 科学技術に携わる者に求められる責任感と倫理観を有し、化学の専門知識並びに自然科学に対する柔

軟な思考力を身につけた人材の養成を目的とし、化学の基礎的な知識・豊富な経験に基づく課題設定能

力・解決能力を得て、現代社会の要請に応えることのできる能力を獲得させる。 

経済学部 経済学科 経済学の学習を通じて、変化の激しい経済社会で充実した活動ができる知性と創造力を備えた人材を養

成する。これらの人材養成上、学生が修得すべき能力として、経済・社会問題を的確に捉える能力、筋道

を立てて問題を考える能力、自らの力で解決策を示す能力を求める。 

法学部 法学科 法曹・行政・経済をはじめ社会の様々な分野で指導的な役割を担うことができる人材を養成するため、学

生の個性尊重を旨として、法及び政治に関する専門知識の修得と思考力の涵養を通じて、個々の学生の

論理的な思考力と柔軟な応用力を培うことを教育目標とする。 

経営学部 経営学科 ヒト・モノ・カネ・情報等からなる組織（企業）の存続・発展のあり方について、自律的な洞察力を有し、社会

に資するビジネスパーソンの養成を目的とする。このために学生が修得すべき能力として、次の各能力を

求める。 

（1） 幅広い教養に裏付けられた経営学の知識・理解力 

（2） 各種スキルと論理的思考力に支えられた経営問題の発見・説明・解決力 

（3） ビジネスパーソンに必要な社会的協調力と自発的遂行力及び倫理的責任力 

（4） トータルな人間性と豊かな個性に基づいた社会的貢献力 

知能情報学部 知能情報学科 人間力をベースに、感性・知性で高度国際情報社会におけるリーダーシップがとれる人材の育成を目指

す。そのため、数学的基礎学力、知能情報学における専門知識、効果的な発表能力並びにコミュニケー

ション能力の修得を目標とする。 

マネジメント創

造学部 

マネジメント創造学科 自ら学ぶ力を涵養し、営利、非営利、パブリックなどいずれの分野にあっても、社会的責任を創造的に果

たしていくマネジメント能力を開発し、世界に貢献しうる人物育成を目指す。 

フロンティアサイ

エンス学部 

生命化学科 教育・研究対象の中心に「生命化学」を据え、バイオテクノロジー、ナノテクノロジー及びそれらの融合領域

であるナノバイオに関する知識と技能を修得させることにより、社会の発展、福祉の増進のためとくに生命

化学分野におけるフロンティア開発に資する人材を養成する。 

  



各研究科・専攻における人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標 

研究科・課程 専攻 人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標 
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修士課程 人文科学研究科では、4専攻の人文科学の諸分野における、より深い教養と専門知識、技能を身につける機会を学生に提

供するとともに、専門職としての資格を持つ高度専門職業人及び論文執筆の可能な自立した研究者の育成を目標とする。

高い倫理性と明確な社会への貢献の意志を有する人材の育成を目指す。 

日本語日本文学専攻 日本語学、日本古典文学、日本近現代文学の三つの専門領域の知識・技能を身につけた研究

者・高度専門職業人を養成し社会の要請に応える。日本語・日本文学に関する広汎な知識の修

得を促し、豊かな表現力、精緻な分析力、強靱かつ柔軟な思考力を養う。 

英語英米文学専攻 英米文化・文学及び英語学の領域における高度で先端的な研究活動を促し、英語という言語に

対する包括的で深い理解に裏打ちされた高度専門職業人、研究者を育成する。その目的達成の

ため、英語文献の正確かつ分析的な読解力、英語圏を中心とする異文化に対する理解能力、さ

らには英語による自己表現能力を修得させる。 

応用社会学専攻 応用社会学の分野における専門研究能力や、高度の専門性が求められる職業を担う卓越した能

力をもち、併せて優れた倫理観と品格を持った人材を育成する。そのために、資料分析と文献調

査についての基礎的な研究能力を修得させるとともに、自ら研究課題を設定する力を涵養する。

人間科学専攻 環境・芸術・思想分野と心理臨床分野の担当教員が密接に協力し、教員、臨床心理士、博物館

学芸員、環境再生医等、現代社会の複雑な問題に柔軟に対応できる幅広い専門知識を備えた

専門職業人及び創造性豊かな専門研究者を養成する。高い倫理性と積極的な社会貢献への意

志を有する人材の育成を目指す。 

博士後期課程 4専攻の人文科学のそれぞれの専門分野における研究状況を適切に把握して、新たな研究課題を探究し、学術論文にま

とめ、集大成としての学位論文を執筆することができる高度な学問的能力を備えた人材及び専門職としての資格を持ち、

高度な専門的知識、技能によって社会に貢献できる高度専門職業人の育成を目標とする。また、研究によって獲得した高

度な学問的達成を、社会に生かすことのできる高い倫理性を備えた人材を養成する。 

日本語日本文学専攻 日本語学、日本古典文学、日本近現代文学の三つの専門領域の高度な知識・技能を身につけ

た研究者・高度専門職業人を養成し社会の高度な要請に応える。日本語・日本文学の研究を新

たに進展させる研究能力を修得させ、豊かな表現力、精緻な分析力、強靱かつ柔軟な思考力を

養う。 

英語英米文学専攻 修士課程までに身につけた英米文化・文学及び英語学の領域に関する理解を基盤として、独創

性のある研究活動を展開できる高度専門職業人、研究者を育成する。その目的達成のため、き

め細かい指導のもとに研究成果の発表を促し、新たなテーマを自ら発掘・設定する能力、研究成

果を説得力豊かに表現する能力を修得させる。 

応用社会学専攻 応用社会学の分野における専門研究能力を持ち、学界の発展に貢献するだけでなく、優れた倫

理観と品格をも併せ持った高度専門職業人、研究者を育成する。そのために独創性のある研究

を自ら展開できる構想力を涵養する。 

人間科学専攻 環境・芸術・思想分野と心理臨床分野の担当教員が密接に協力し、教員、臨床心理士、博物館

学芸員、環境再生医等、現代社会の複雑な問題に広く、かつ、深く対応できる幅広い専門知識を

備えた高度専門職業人及び創造性豊かな自立した専門研究者を養成する。高い倫理性と積極

的な社会貢献への意志を有する人材の育成を目指す。 
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修士課程 建学の理念のもとに、自然科学分野の幅広い知識と専攻分野における専門的な知識及び高い倫理観を教授し、独創性豊

かで優れた研究・開発能力を持つ研究者並びに自然科学に関係する専門的な業務に従事するに必要な能力を持つ高度

専門職業人を養成することを目的とする。 

物理学専攻 建学の理念のもとに、自然科学分野の幅広い知識と物理学分野における専門的な知識及び高い

倫理観を教授し、世界に通用する学識と独創性豊かで優れた研究・開発能力を持つ研究者並び

に物理学に関係する専門的な業務に従事するに必要な能力を持つ高度専門職業人を養成する

ことを目的とする。 

化学専攻 現代社会の要請に応えて、基礎的な自然科学の基盤の上に、化学分野における基礎から最先

端までの専門的な知識と技能を教授し、これらを身につけた高度専門職業人の育成並びに化学

の発展に寄与する研究者の養成を目指す。 

生物学専攻 建学の理念のもとに、自然科学分野の幅広い知識と生物学・生命科学における専門的な知識 

及び高い倫理観を教授し、独創性豊かで優れた研究・開発能力を持つ研究者並びに生物学・バ

イオテクノロジーに関係する専門的な業務に従事するに必要な能力を持つ高度専門職業人を養

成することを目的とする。 

知能情報学専攻 建学の理念のもとに、高い倫理観を持ち、知能情報学の基礎分野から応用分野までの広い基礎

学力と高度な専門的学問を修得し、独創性豊かで優れた研究・開発能力を持つ研究者並びに知

能情報学に関係する専門的な業務に従事するに必要な能力を持つ高度専門職業人の育成を目

指す。 
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博士後期課程 建学の理念のもとに、自然科学の専攻分野における専門的な深い知識を教授し、自立して優れた独創的研究・開発ができ

る能力を持つ研究者並びに自然科学に関係する高度に専門的な業務に従事するに必要な卓越した能力を持つ高度専門

職業人を養成することを目的とする。 

物理学専攻 建学の理念のもとに、物理学分野における深い専門的な知識及び高い倫理観を教授し、物理学

の各専門分野で自立して優れた独創的研究・開発ができる能力を持つ研究者並びに物理学に関

係する高度に専門的な業務に従事するに必要な卓越した能力を持つ高度専門職業人を養成す

ることを目的とする。 

生命・機能科学専攻 建学の理念のもとに、化学、生物学及びその複合領域における専門的な深い知識を教授し、化

学と生物学の有機的複合領域の分野を開拓・深化させることができる、優れた独創的研究・開発

能力を持つ自立した研究者並びに化学、生物学及びその複合領域に関係する高度に専門的な

業務に従事するに必要な卓越した能力を持つ高度専門職業人を養成することを目的とする。 

知能情報学専攻 建学の理念のもとに、高い倫理観を持ち、知能情報学分野の理論や技術の細分化、複合、境界

領域の開拓及び複合化などの変革に対応し、新しい研究分野を開拓・深化し問題発掘・解決能

力を身につけ、自立して優れた独創的研究・開発ができる能力を持つ研究者並びに知能情報学

に関係する高度に専門的な業務に従事するに必要な卓越した能力を持つ高度専門職業人の育

成を目指す。 
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修士課程 経済社会の激しい変化に対応して充実した活動ができるように、広い視野と豊かな創造力を有し、高度な専門的知識と理

解力あるいは革新力を備えた人材を養成する。これらの人材養成上、学生が修得すべき能力として、経済学・経営学に関

する課題を探索・発見し、論理的かつ体系的に課題を考察・分析する能力、経済社会や企業組織が直面する諸問題に対

する解決策を導出する能力を求める。 

経済学専攻 変化の激しい経済社会で充実した活動ができるように、広く経済的視野に立ちながら、同時に高

度な専門性を必要とする職業に就く人材を養成する。これらの人材養成上、学生が修得すべき

能力として、学部で専攻した学問領域を踏まえつつ、経済・社会問題や税務問題を的確に捉える

能力、論理的かつ体系的に問題を整理・思考する能力、自らの力で現実問題に対する解決策を

示す能力を求める。 

経営学専攻 社会変化に対応して創造性ある問題解決能力を発揮する高度専門職業人並びに経営学に関す

る理論的・実践的課題を考察・分析する能力を有した研究者を養成する。これらの人材養成上、

学生が修得すべき能力として、経営学に関する高度な専門的知識・理解力、社会変化に対応し

た新しく多様な情報の探索能力、トータルな人間性・倫理性と豊かな個性に基づいた社会的貢献

力、これらに加えて、高度専門職業人養成では、特に産業や企業組織が直面する諸問題を発

見・解決する能力、また、研究者養成では、特に経営学に関する理論的・実践的課題を考察・分

析する能力を求める。 

博士後期課程 経営学専攻 最先端の経営理論・経営実践を自立独創的に考案・革新する能力を有した創造性豊かな研究

者並びに知識基盤社会に資する経営理念・方法を導出する高度で知的な素養のある人材を養

成する。これらの人材養成上、学生が修得すべき能力として、より高度で複雑な経営現象に関す

る高度な専門的知識・理解力、社会変化に対応した最先端の経営理論・経営実践の探求能力、

トータルな人間性・倫理性と豊かな個性に基づいた社会的貢献力、これらに加えて、研究者の養

成では、経営現象や社会変化に対応するための最先端の経営理論・経営実践を自立独創的に

考案・革新する能力、また、高度な知的人材養成では、特に経営実践で培われた経験をもとに知

識基盤社会に資する経営理念・方法を導出する能力を求める。 

専門職学位課程 会計専門職専攻 経済社会の激しい変化に対応して、実践的かつ創造的な活動ができるように、高度な専門性と広

い学識を持つ会計専門職を養成する。これらの人材養成上、学生が修得すべき能力として、高い

倫理観、国際感覚及びIT能力とともに、企業等が直面する問題を発見し、分析・解決する能力を

求める。 
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修士課程 生命化学専攻 教育・研究対象の中心に「生命化学」を据え、バイオテクノロジー、ナノテクノロジー及びそれらの融

合領域であるナノバイオに関する専門的な知識と技能を修得させることにより、先進の科学技術を

自在に扱うことのできる自立した研究者や、産業界でリーダーとなる人材を養成する。 

 

博士後期課程 生命化学専攻 生命化学分野における深い専門知識と、バイオテクノロジー、ナノテクノロジー及びそれらの融合

領域であるナノバイオに関する知識と技能をバランス良く修得させることにより、自らが最先端科学

技術を創出し、科学の新たな分野を開拓できる先導的研究者を養成する。 

 

 


